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研究成果の概要（和文）： 

延 10 回程度、ネットワークデータを収集できた。まずは、ネット形成の要因を分析した。

就活意識、使える金、階層意識、化粧代の類似が、友人が形成されるさいに、大きな影響をも

っていることが確認された。ネット構築後分析に関しても、Christakis らと同様、われわれは、

「ネットワーク指標」以外の具体的タイ関係を重視して分析を継承した。当初の予想と異なっ

て、いわゆるネットワーク指標、とくにボナチッチ中心性が大きな影響をもっていることが確

認できた。また、恋愛、髪の色、幸福感、英語学習意識の伝播が確認できた。 

 

 
研究成果の概要（英文）：We could get 10 times of network data. We analyzed the causes of 
formation of networks. We found consciences on getting jobs, disposal money, consciences 
on his/her class and expenses on cosmetics as the causes of networks. We found the spreads 
of romantic loves, coloring hair, happiness and motivations on learning English. 
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１． 研究開始当初の背景 

 

本研究プロジェクトには、「手本」が存在し

た。代表者研修留学していたハーバード大学

社会学科・保健医療政策学科併任教授

Nicholas Christakis 博 士 ら に よ る 、

2007"The Spread of Obesity in a Large 

Social Network over 32 Years"357:370-379 

New England Journal of Medsine （Google 

Scholar による非引用数 76（08 年 9 月 26 日

現在））、ならびに、同 2008"The Collective 

Dynamics of Smoking in a Large Social 

Network"である。前者の論文は、健康社会学

にネットワーク分析を応用したブレイクス

ルーといえる論文である。ここで、Christakis

博士は、30 有余年にわたる「フラミンガム心

臓病疫学調査」のデータを用い、BMI（ボデ

ィマスインデックス）で計測された「肥満」

が、具体的な「対人ネットワーク」を経由し

て伝播していくことを実証した。第二論文に

おいては、同データを分析し、「喫煙」習慣

が、同様に対人ネットワークを伝染していく

ことをも実証した。我々はまず日本のフィー

ルドにおいて、同様なデータセットによる本

論文の追試を試行した。しかし、日本におい

て対応するデータセットである「久山町心臓

病疫学調査プロジェクト」においてはネット

ワークデータが収集されていないことが判

明した。このためわれわれは日本における疫

学データセットの利用は断念し、独自にあら

たにデータ収集をすることとした。 

 Christakis 研究に倣い、われわれもホール

ネットワークデータ（ある集団「全員」のネ

ットワーク関係のデータ）を収集し分析をお

こなう。「健康」社会学に限らず、残念なが

ら、日本の社会学においては、ネットワーク

データによる目覚ましい実証的知見は未だ

得られていない。 

  
 
２．研究の目的 
 

ネットワークデータを収集し、分析すること

で得られる社会学的意義は以下である。 

 まず第一に、社会学の発生以来の「社会実

在論か社会名目論か」の対立状況に、大きな

止揚的回答を提起する。すなわち、「社会は

実在する。ネットワークとして。」「社会とは、

ネットワークである」という命題によってで

ある。 

 第二に、「類が友を呼ぶ」のか「友が類に

なるのか」という一種のニワトリ卵問題に、

実証的な回答をあたえる。われわれは、全く

ネットワークがない状態も含め、一つの同じ

集団に対して、複数回ネットワークデータの

収集をおこなう。こうすることによって、「ネ

ットワークがなかったどのような属性をも

つ個人間に,ネットワークタイが張られるの

か（どのような「類」が「友」を呼ぶのか）」

を実証的にあきらかにする。その一方で、ネ

ットタイが「張られたあと」で、そのタイを

「 伝 播 」 し て 個 人 の な ん ら か の 属 性

（Christakis 研究においては「肥満」）が共

有化される様子も実証的に把握する。いわば

「友が類になる」様子をみてとることができ

る。 

 

３．研究の方法 

   

メディア教育開発センター」が開発した

「REAS(リアルタイム評価支援システム)」

を利用した。REAS は、メディア教育開発セ

ンターのサイトにアクセスすることで、どの

ような研究者でも、容易に、ウェブアンケー

トを構築できるシステムである。 われわれ

は、本システムをつかい、あるクラス全体の



ホールネットワークデータならびに、他の通

常の社会調査データを収集した。これを統計

ソフトで分析した。 
 
４．研究成果 
 

延 10 回程度、ネットワークデータを収集で

きた。まずは、ネット形成の要因を分析した。

就活意識、使える金、階層意識、化粧代の類

似が、友人が形成されるさいに、大きな影響

をもっていることが確認された。ネット構築

後分析に関しても、Christakis らと同様、わ

れわれは、「ネットワーク指標」以外の具体

的タイ関係を重視して分析を継承した。当初

の予想と異なって、いわゆるネットワーク指

標、とくにボナチッチ中心性が大きな影響を

もっていることが確認できた。また、恋愛、

髪の色、幸福感、英語学習意識の伝播が確認

できた。 
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